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保護者研修会 １１月１１日（日） １０：００～１２：００   粟野公民館２階和室       参加者 １１名 

前日の講演会に引き続き、米山先生にご同席頂き、保護者研修会を行いました。 

昨年と同じ先生ということもあって、和やかな雰囲気で始まり、また先生の分かりやすく的確なアドバイス

で、２時間があっという間に過ぎました。講演会後の質疑応答では、大勢の前でなかなかわが子のことを質問

しつらいのですが、少人数の保護者研修会では、参加者が熱心に質問することが出来

ました。それぞれのケースは違うのですが、先生のアドバイスには共感できる部分が

多く、みんなが「そうだったのか！」と納得する場面も多々ありました。講演会では

聞けないお話をたくさん伺うことができ、とても勉強になったと思います。  

今後もぜひこのような機会を設けられたら良いと思いました。       

 保護者委員会委員長 K、H 

料理教室② １１月１４日（水）  ７：００～８：４５  西公民館１階 調理室  参加者１４名 

残念ながら、風邪や急な仕事や残業などで参加できない方が数名いました。前回参加者からの希望で、揚げ

油をたっぷり使ったカツ丼に、みんなせっせと取り組みました。毎回楽し

みにしていた秦先生と北野先生のご指導は今回で終了です。来年もどうぞ

よろしくお願いいたします。 

♡ ソースかつ丼を作った時、豚肉の衣着けに挑戦して、コツを教えても 

 らったお陰で少し上手に作れました。食べた時はソースの味かげんもと 

ても良かったので、非常においしかったです。         T、N                                      

 

みんなで頑張る すくすくの今      

私達のことを知って   ―発達障害における将来を見据えた支援とはー 

平成２４年１１月１０日（土）２：００～４：３０ 粟野公民館 大ホール    参加者８７名 

講師   関西学院大学 米山直樹教授 

 定型発達の子達と同じように、発達障害がある子達もより良く生きるため

に、自己を知り、正しい自尊心を培い、社会に目を向けなければなりません。

子ども達の一番近くで生きる私達は何をしなければならないのでしょうか。

米山先生のお話の中にはいくつもの重要なポイントがありました。おとなに

なった子ども達の課題はそれ以前に強化され続けてきたものです。子ども達

の特性を受け入れて、成功体験を積み重ねる事、先行きに目を向けて、今を

組み立てていくことの大切さを気付かせていただきました。 

★ 講演会の日はお天気に恵まれ秋晴れの良い日となりました。会場が粟野公民館となり、初めての場所と言

う事で、パソコンやスクリーン、照明など不慣れな面もありましたが、滞りなく進行することが出来ました。 

  先生のご講演の内容も昨年に引き続き子どもの思春期を迎えた時の変化や大学へ進学した場合の現状な

ど、直接関わっていない者でも今の現場の様子を知ることができ、とても興味を持って聞くことができまし

た。具体例をたくさんあげていただき、わかりやすく大変参考になりました。       

  研修相談委員会委員長 M、A 

 



♡ 僕はかつどんを作って最高でした。肉を切るときはとても緊張しました。寒い中、よくがんばりました。 

母校の先生がいなくても大丈夫でした。サラダもにがてなものがなくてよかったです。だんだん慣れてきま

したので、どんどん参加したいなと思います。                         S、S                                     

手づくり   クリスマス・オーナメント       手指の協調やコントロール 

 今年のクリスマス・ツリーは一味違います。今までは市販の飾りを使っていましたが、今

年はすべて手づくりのオーナメントにしました。コンパスで同心円を書いて“どや顔”をする

子もいました。直線しか切れなかった子が一生懸命ドーナツ型の円周を切りました。何度もセ

ロテープの巻張りを重ねてぷちぷちで包みました。立方体のプレゼントの箱も作りました。用

具を使い、目的に合わせて手の動きをコントロールできるようになると、机の引き出しやラン

ドセルの中の整頓、下着や靴などの出し入れにも力を発揮します。自信が付きます。こうやっ

て、ひとりひとりが大きな自由を手に入れていくのです。                                

歳末助け合い街頭募金  温かいお志 １０４１６円 

    平和堂入口３ヶ所 １２月２日（日）午後１時～２時 １６人参加 

 晴れてはいたものの師走の寒い日でしたが、歳末助け合い街頭募金に立ちました。 

今年はすくすくの子どもたちや大人たちが大勢参加しました。子どもたちは何回か

経験しているので、大きなはっきりとした口調で「ご協力お願いします。」と通り

がかった人たちに呼びかけました。立ち止まって募金してくれた人には「ありがと

うございました。」と大声で声掛けをしました。集まった募金は敦賀市共同募金会

を通じて、全国の恵まれない方たちに送られます。自分たちの行為が社会の役に立っていることを感じ取っ

てくれればいいと思います。                               Ｍ．Ｙ 

予 定 

おもちゃ箱の会     １２月２３日（日）１４：００～１６：００ マットの試作 

冬季休業        １２月２９日（土）～１月４日（金）    お手伝いを頑張ろう 

資源回収         １月１０日（木） ９：００～１４：００ 高音商店に運び込み 

企画会               １月１３日（日）１４：００～１６：００ そば打ちの反省 

ご協力ありがとうございました 

☆ 書き損じハガキ（切手に交換して使用）がありましたらご寄付ください。 

ペットボトルキャップ・・渡辺正規様 一力様 笠原淑子様 匿名様２名       

使用済み切手・・・笠原淑子様 匿名様２名   未使用切手・・・匿名様１名    

食品・・・匿名様３名       文具・・・酒井民子様         球根・・・笠原淑子様                  

 

 

                すくすく療育会のバザー              運営委員会委員長 H、Ｔ 

 すくすくに関わるたくさんの方達のお力で続けてきたバザーではありましたが、今年が最後の催しとなり

ました。バザーの準備には、前日、当日だけでなく、数日前からの作業などもありましたが、現役で通われ

てるお子さんの保護者達だけではなく、OBの方達もたくさんご協力くださいました。みなさんお忙しい中、

力を合わせて行ってきたバザーは、子ども達のみならず、すくすくの保護者の方たちの集う時間でもありま

した。 

 

 「すべては、子ども達のために！」という思いで、集まってきた時間がなくなると思うと、さみしい気持

ちにもなりましたが、バザーを終えた時は、皆さん、当日の天候のように、晴れ晴れしい思いで締めくくら

れておられたように感じました。 

 これまで子ども達のため、すくすくの運営のためと、多大な労を惜

しまず催してくださった先生方、ボランティアの方々に、保護者のひ

とりとして、感謝申し上げたい気持ちでいっぱいです！！ 

 本当に長年、お疲れ様でした。そして、ありがとうございました！ 


